
第
二
粂
 
国
民
学
校
二
初
等
科
及
高
等
科
ヲ
置
ク
但
シ
土
地
ノ
情
況
二
依
り
初
等
科
又
二
口
同
等
料
ノ
ミ
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
 
 
 

策
三
条
 
初
等
科
ノ
修
業
年
限
二
ハ
年
ト
シ
高
等
科
修
業
年
限
ハ
l
一
年
ト
ス
 
 
 

第
四
条
 
国
民
学
校
ノ
教
科
ハ
初
等
科
高
等
科
ヲ
通
ジ
国
民
科
・
理
数
科
・
体
錬
科
及
芸
能
科
ト
シ
高
等
科
二
在
リ
テ
ハ
実
業
科
ヲ
加
フ
…
：
 
 

‥
・
 
 
 

第
六
条
 
国
民
学
校
ノ
教
科
用
図
書
ハ
文
部
省
二
於
テ
著
作
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ
但
シ
郷
土
二
閑
ス
ル
国
書
・
歌
詞
・
楽
譜
華
南
シ
 
 

文
部
大
臣
二
於
テ
別
段
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
タ
ル
場
合
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ズ
 
 

同
年
三
月
十
日
に
は
、
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
の
本
校
舎
落
成
式
、
修
祓
式
及
び
衷
彩
式
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
三
月
十
四
日
 
 

に
は
、
次
の
よ
う
な
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 
 

第
一
粂
 
国
民
学
校
二
於
テ
ハ
国
民
学
校
令
第
一
粂
ノ
趣
旨
二
基
キ
左
記
事
項
三
世
意
シ
テ
児
童
ヲ
教
育
ス
べ
シ
 
 

教
育
二
関
ス
ル
勅
語
ノ
趣
旨
ヲ
奉
体
シ
テ
教
育
ノ
全
般
三
且
り
皇
国
ノ
道
ヲ
修
練
セ
シ
メ
特
二
国
体
二
対
ス
ル
信
念
ヲ
探
カ
ラ
シ
ム
べ
シ
…
 
 

…
・
：
略
 
 
 

第
二
粂
 
国
民
料
ハ
我
ガ
国
／
道
徳
二
言
軍
歴
史
・
国
土
国
勢
等
二
付
テ
習
得
七
シ
メ
特
二
国
体
ノ
精
華
ヲ
明
ニ
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
涌
養
シ
 
 

皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
…
…
＝
略
 
 
 

同
年
三
月
十
八
日
に
は
、
御
真
影
の
新
奉
安
殿
へ
の
奉
遷
式
を
挙
行
し
、
新
学
年
度
を
待
っ
た
。
 
 

同
年
四
月
一
日
、
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
及
び
熊
野
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
熊
野
第
一
国
民
学
校
」
及
び
 
 

「
熊
野
第
二
国
民
学
校
」
と
改
称
し
た
。
 
 
 

同
年
五
月
二
十
二
日
に
は
、
青
年
学
校
創
立
五
周
年
記
念
式
を
挙
行
、
二
十
八
日
、
光
教
坊
に
お
い
て
明
治
以
後
の
戦
没
者
の
追
 
 

弔
法
会
を
行
い
、
児
童
が
参
列
し
た
二
ハ
月
三
日
か
ら
一
週
間
、
初
等
科
一
年
の
児
童
は
麻
疹
及
び
水
痘
の
た
め
臨
時
休
校
を
し
 
 

た
二
ハ
月
九
日
に
は
献
穀
田
の
田
植
式
及
び
田
植
え
を
行
い
、
七
月
七
日
は
日
華
事
変
四
周
年
記
念
式
を
挙
行
し
た
。
七
月
十
五
日
 
 

第
七
節
 
教
育
二
革
教
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図5－7－24 勤労奉仕 田植え  

神
前
競
書
会
及
び
余
興
を
催
し
た
 
 

が
、
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
十
二
月
十
日
に
は
、
戦
勝
祈
願
祭
及
び
 
 

町
民
大
会
が
行
わ
れ
、
全
町
の
各
学
校
ほ
完
全
に
戦
時
体
制
下
に
入
っ
た
。
 
 
 

翌
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
十
七
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
（
二
月
十
五
日
）
を
祝
 
 

し
、
戦
勝
町
民
大
会
後
、
旗
行
列
に
全
児
童
が
参
加
し
た
。
三
月
一
日
に
は
、
戦
勝
武
道
 
 

大
会
も
開
催
さ
れ
た
。
 
 
 

三
月
二
十
三
日
に
は
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
で
、
馬
上
次
内
氏
寄
贈
に
よ
る
ト
ー
キ
ー
 
 

映
写
機
で
試
写
会
が
開
か
れ
た
。
四
月
十
日
に
は
、
勤
労
動
員
に
よ
り
、
松
野
教
頭
が
青
 
 

年
学
校
生
徒
を
引
率
し
、
広
島
兵
器
補
給
廠
に
勤
労
奉
仕
に
出
動
ロ
L
か
し
、
七
月
七
日
、
 
 

七
夕
読
書
会
、
十
月
三
十
日
、
町
民
体
育
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。
 
 
 

翌
昭
和
十
八
年
は
、
二
月
八
日
、
体
操
伝
達
講
習
会
、
二
月
十
三
日
、
坂
国
民
学
校
の
 
 

青
雲
毘
熊
野
第
一
国
民
学
校
児
童
が
参
加
、
二
月
二
十
日
、
第
十
二
回
全
国
書
道
展
覧
 
 
 

図5－7－25 防空ず  

きんを背負った登校  

に
は
全
児
童
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
 
 

種
、
同
月
二
十
九
日
に
広
島
簡
易
保
 
 

健
相
談
所
長
福
田
博
士
が
熊
野
第
一
 
 

国
民
学
校
で
講
演
・
映
画
会
・
陽
性
 
 

児
童
の
父
兄
会
を
開
催
し
た
。
 
 
 

同
年
九
月
二
十
三
日
に
は
、
筆
祭
・
 
 J・J・J  



表5－7－12 戦時下の学校生活（熊野第一国民学校）  
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教
育
こ
示
教
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会
が
開
か
れ
る
な
ど
教
育
活
動
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
 
 
 

昭
和
十
九
年
に
は
、
五
月
二
十
七
日
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
の
創
立
七
十
五
周
 
 

年
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
七
月
九
日
、
高
原
部
教
員
挺
身
会
結
成
式
挙
行
、
 
 

九
月
二
十
九
日
、
疎
開
児
童
保
護
者
会
、
十
月
三
十
一
日
、
通
年
動
員
児
童
壮
行
 
 

式
な
ど
戦
時
下
の
教
育
は
、
軍
事
的
色
彩
が
い
よ
い
よ
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
、
戦
局
は
い
よ
い
よ
急
を
告
げ
る
事
態
に
な
っ
た
。
学
 
 

校
数
育
も
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。
同
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に
は
、
熊
野
 
 

第
一
国
民
学
校
も
「
皇
民
教
育
」
開
校
式
を
挙
行
、
三
月
に
は
「
決
戦
教
育
措
置
 
 

要
項
」
の
閣
議
決
蜃
這
よ
り
、
国
民
学
校
初
等
科
を
除
い
て
一
年
間
原
則
と
し
て
 
 

授
業
停
止
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

同
年
四
月
十
七
日
に
、
軍
作
業
庁
要
員
詮
衡
の
た
め
勤
労
動
員
署
員
が
熊
野
第
 
 

一
国
民
学
校
に
来
校
し
た
。
五
月
十
九
日
、
高
原
部
助
教
錬
成
講
習
会
が
開
か
れ
 
 

た
が
、
五
月
二
十
二
日
、
「
戦
時
教
育
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。
五
月
三
十
日
に
 
 

は
、
食
現
増
産
の
た
め
熊
野
町
に
来
町
中
の
海
軍
軍
人
の
慰
安
演
芸
会
を
開
催
し
 
 

た
。
六
月
十
一
日
か
ら
安
芸
郡
女
子
職
員
錬
成
講
習
会
を
熊
野
第
一
国
民
学
校
で
 
 

三
日
間
開
催
し
た
。
六
月
三
十
日
に
は
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
学
徒
隊
の
結
成
式
 
 

を
行
い
、
七
月
七
日
、
日
華
事
変
八
周
年
記
念
式
を
挙
行
、
七
月
十
九
日
に
は
竹
 
 

槍
訓
練
を
行
な
っ
た
。
八
月
二
日
に
は
、
「
学
校
工
場
」
設
置
打
合
せ
の
た
め
、
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榊
山
神
社
（
大
官
八
幡
宮
）
は
、
熊
野
町
中
溝
区
に
あ
り
、
帯
中
津
日
子
神
（
仲
東
天
皇
）
、
晶
陀
和
気
神
（
応
神
天
 
 

皇
）
及
び
息
長
帯
比
売
神
（
神
功
皇
后
）
を
祭
神
と
し
て
い
る
。
本
神
社
は
承
平
≡
年
（
九
…
一
）
に
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
た
も
 
 

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
正
徳
五
年
（
一
七
三
）
の
災
害
で
伝
来
の
宝
物
・
古
文
書
等
は
焼
失
し
た
と
い
う
。
現
在
の
社
殿
は
、
 
 

享
保
六
年
（
石
二
こ
四
月
、
松
平
安
芸
守
吉
長
の
免
許
を
受
け
て
、
同
年
十
一
月
、
上
棟
式
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
名
称
の
 
 

八
幡
宮
ほ
、
毛
利
公
よ
り
、
社
禄
五
石
五
斗
を
祭
費
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
が
、
福
島
公
が
社
禄
を
廃
止
、
浅
野
公
に
至
り
、
再
び
武
 
 

運
長
久
の
祈
稽
所
と
し
て
社
禄
七
石
三
斗
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
当
地
の
住
人
は
古
く
か
ら
知
行
米
の
中
か
ら
年
々
そ
の
初
穂
を
 
 

寄
進
し
、
神
社
は
正
月
に
神
米
を
各
戸
に
配
布
す
る
の
が
旧
例
で
あ
っ
た
。
 
 
 

明
治
六
年
（
六
七
三
）
十
一
月
、
熊
野
村
民
は
榊
山
神
祉
の
氏
子
と
し
て
、
社
掌
よ
り
氏
子
札
（
姓
名
・
生
年
月
日
）
を
配
布
さ
れ
 
 
 

第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 

呉
海
軍
工
廠
電
気
部
員
が
熊
野
第
一
国
民
学
校
に
来
校
し
た
。
翌
八
月
三
日
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
で
は
学
校
の
重
要
書
類
主
要
 
 

備
品
を
疎
開
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
八
月
六
日
に
は
、
周
知
の
通
り
、
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
広
島
市
は
灰
燈
に
帰
し
た
が
、
熊
野
町
内
の
店
 
 

頭
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
も
割
れ
た
。
八
月
十
二
日
、
「
学
校
工
場
」
設
置
開
始
の
た
め
呉
海
軍
工
廠
よ
り
数
名
が
熊
野
第
一
国
民
 
 

学
校
に
来
校
し
宿
泊
し
た
。
八
月
十
四
日
に
は
、
熊
野
第
一
国
民
学
校
男
子
教
員
l
右
が
、
原
爆
彼
の
広
島
市
へ
戦
災
救
援
隊
員
と
 
 

し
て
出
張
。
翌
八
月
十
五
日
、
「
大
東
亜
戦
争
終
戦
詔
芦
の
放
送
に
よ
り
敗
戦
が
国
民
に
知
ら
さ
れ
、
戦
争
は
終
結
し
た
。
 
 

神
社
、
仏
閣
 
 

二
 
宗
 
 
 

熊
野
町
に
所
在
す
る
主
な
神
社
・
仏
閣
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
明
治
時
代
以
降
の
事
項
に
関
し
て
略
述
す
る
ロ
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た
。
た
だ
し
、
川
角
区
は
貴
船
神
社
、
平
谷
区
は
的
場
神
社
で
あ
っ
た
。
 
 
 

秋
の
祭
り
ほ
、
五
穀
豊
穣
・
富
貴
長
命
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て
神
慮
を
慰
安
す
る
祭
典
と
し
て
、
脂
野
各
区
氏
子
の
奉
納
す
る
踊
り
 
 

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
期
日
は
十
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
が
、
一
時
は
二
十
九
日
に
最
も
近
い
日
曜
日
を
あ
て
た
も
の
の
、
日
曜
日
 
 

の
日
が
変
る
の
で
、
現
在
は
文
化
の
日
（
十
一
月
三
日
）
を
祭
礼
目
に
し
た
。
な
お
、
明
治
維
新
ま
で
は
「
大
官
八
幡
宮
」
と
呼
ん
で
 
 

い
た
。
こ
の
境
内
の
一
部
に
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
 
 
 

熊
野
神
社
（
熊
野
本
官
祉
）
は
、
桝
山
神
社
と
並
ん
で
鋲
座
し
て
い
る
。
義
和
元
年
（
一
一
八
一
）
平
家
滅
亡
の
こ
ろ
、
紀
州
熊
野
大
 
 

権
現
祉
（
熊
野
神
社
）
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
田
植
え
の
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
鴻
鶴
が
火
縄
を
く
 
 

わ
え
て
神
前
へ
飛
び
込
ん
だ
た
め
社
殿
が
焼
失
し
た
と
い
う
。
御
神
霊
は
、
紀
州
に
移
り
御
神
体
は
中
絶
し
た
の
で
再
び
、
こ
の
地
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 
 

鼠5－7－26 榊山神社  

図57－27 榊森神封  

に
迎
遷
し
た
と
い
わ
れ
る
。
毛
利
公
よ
り
天
文
二
十
四
年
 
 

（
一
五
五
五
）
社
禄
五
斗
を
与
え
ら
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
 
 

（
一
九
一
一
）
五
月
、
諏
訪
神
社
及
び
熊
野
本
宮
祉
の
境
内
 
 

地
を
榊
山
神
社
境
内
地
に
編
入
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
四
 
 

年
（
一
九
一
五
）
三
月
、
熊
野
本
宮
社
の
礼
拝
殿
が
再
建
さ
 
 

れ
た
。
こ
こ
の
春
祭
り
は
、
五
月
十
日
で
あ
っ
た
が
、
十
 
 

日
に
最
も
近
い
日
曜
日
と
し
た
。
し
か
し
、
後
は
五
月
五
 
 

日
（
現
在
の
「
子
ど
も
の
日
」
）
が
祭
礼
日
と
な
っ
た
。
 
 
 

榊
森
神
社
は
、
野
山
大
多
山
麓
に
鎮
座
せ
ら
れ
て
い
 
 

た
。
祭
神
は
速
玉
男
神
・
菊
理
姫
神
・
事
解
男
神
で
あ
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図5－7－281ヲモ舶神社  団5－729 r†勺場神社  

る
。
境
内
が
狭
い
上
、
不
便
で
あ
っ
た
た
め
、
嘉
永
年
間
（
三
一
〇
三
～
五
）
に
、
私
林
、
神
 
 

田
を
交
換
し
て
、
現
在
の
新
宮
区
官
の
前
に
転
遷
し
た
と
い
う
。
例
祭
は
、
明
治
末
期
ま
で
 
 

は
十
一
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
一
月
二
十
三
日
（
当
時
の
新
嘗
祭
、
 
 

現
在
の
勤
労
感
謝
の
目
）
 
に
変
更
さ
れ
た
。
の
ち
、
さ
ら
に
十
月
九
日
、
十
月
二
十
九
日
と
変
 
 

更
さ
れ
、
現
在
は
榊
山
神
社
と
同
一
の
日
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
神
社
に
は
、
湯
立
の
儀
式
が
残
り
、
大
釜
の
熱
湯
を
「
ど
じ
ょ
う
」
の
入
っ
た
杓
に
 
 

注
ぎ
奉
献
す
る
。
こ
の
熱
湯
を
宮
司
に
よ
っ
て
注
が
れ
た
人
ほ
、
年
間
、
無
病
息
災
に
過
ご
 
 

せ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
 
 
 

貴
船
神
社
は
、
川
角
区
に
あ
り
、
も
と
は
、
旧
官
と
い
う
竹
薮
の
中
に
あ
っ
た
。
鎮
座
の
 
 

年
は
伝
っ
て
い
な
い
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
秋
、
洪
水
で
、
神
霊
・
内
殿
共
に
押
込
境
に
 
 

流
さ
れ
た
の
で
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
こ
ろ
、
庄
最
須
山
伝
兵
衛
が
氏
子
と
は
か
り
、
 
 

八
幡
三
神
を
今
の
貴
布
梶
山
に
転
遷
し
、
も
と
か
ら
、
こ
の
他
に
あ
っ
た
高
霊
神
（
石
）
を
併
 
 

せ
て
祭
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
社
殴
が
荒
れ
た
の
で
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
 
 

に
再
建
し
た
。
こ
の
時
の
庄
屋
須
山
源
右
衛
門
は
矢
野
の
宮
司
香
川
久
次
に
は
か
り
、
九
月
 
 

二
十
八
日
に
完
成
二
号
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
は
祝
詞
殿
が
建
て
ら
れ
、
昭
和
二
十
九
年
 
 

（
一
九
五
四
）
十
月
二
十
八
日
、
社
殿
を
改
築
し
た
。
こ
の
神
社
に
も
、
湯
立
の
儀
式
が
残
っ
 
 

て
い
る
。
祭
神
は
、
誉
田
天
皇
（
？
）
、
大
焦
弛
命
二
尚
霞
神
と
い
う
。
 
 
 

的
場
神
社
は
、
神
霊
の
鎮
座
の
時
期
は
未
詳
。
熊
野
町
の
西
北
、
矢
野
峠
に
近
い
平
谷
区
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の
的
場
に
あ
り
、
誉
田
天
皇
（
？
）
、
大
山
武
神
を
祭
る
。
古
く
は
官
の
畝
と
い
う
山
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
大
同
年
間
（
八
〇
六
～
八
 
 

〇
八
）
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
九
月
に
梶
山
新
左
衛
門
・
仏
垣
内
休
乃
等
が
押
込
（
現
在
の
呉
市
）
か
ら
移
住
 
 

し
、
開
墾
し
て
平
谷
村
と
名
づ
け
、
押
込
の
八
幡
宮
を
祭
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
（
平
谷
八
幡
宮
）
。
こ
の
的
場
神
社
の
境
内
に
は
鎮
 
 

守
神
社
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
天
知
迦
流
芙
亘
比
売
神
を
祭
っ
て
い
る
。
宮
所
は
椚
懸
山
に
あ
り
、
神
前
方
面
の
「
神
祖
根
」
（
地
名
）
 
 

は
霊
所
と
い
わ
れ
、
附
近
の
「
土
井
」
（
地
名
）
に
繁
茂
す
る
古
松
は
神
木
と
し
て
神
酒
を
献
上
し
た
と
い
わ
れ
る
。
天
文
二
十
三
年
 
 

（
一
五
五
四
）
に
庄
屋
新
三
郎
・
休
濠
八
等
が
中
心
に
な
っ
て
神
殿
を
造
営
し
、
二
月
十
五
日
を
例
祭
日
と
し
て
い
た
が
、
寛
延
三
年
 
 

（
一
七
五
〇
）
梶
山
新
兵
衛
・
休
弥
右
衛
門
等
の
発
起
で
、
本
神
殿
を
建
造
し
た
。
 
 
 

呉
地
八
幡
神
社
（
岸
田
八
幡
宮
）
は
、
呉
地
八
幡
風
呂
と
い
う
所
に
あ
り
、
祭
神
は
帯
中
津
日
子
神
（
仲
東
天
皇
）
・
晶
陀
和
気
神
（
応
 
 

第
七
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教
育
・
宗
教
 
 
 

図517－30 呉地八幡神社（岸田八  

幡宮）  

仁
天
皇
）
・
息
長
帯
比
売
神
（
神
功
皇
后
）
と
い
う
。
応
垂
二
年
（
一
三
九
六
）
、
紀
伊
国
宝
津
 
 

か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
足
利
義
政
の
享
徳
の
こ
ろ
（
一
四
五
二
～
五
四
）
大
 
 

草
魅
が
あ
っ
た
の
で
雨
乞
い
の
祭
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
慈
雨
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
氏
 
 

子
た
ち
は
尊
崇
の
念
を
厚
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
説
で
ほ
、
天
授
の
こ
ろ
 
 

（
一
≡
七
五
～
七
八
）
、
登
岐
城
山
の
落
武
者
、
紀
州
の
佐
野
光
蔵
ら
が
舟
路
で
再
び
紀
州
 
 

に
赴
き
、
熊
野
速
玉
神
社
の
神
霊
を
勧
請
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
岸
田
八
幡
宮
の
始
め
と
し
 
 

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

新
殿
ほ
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
七
月
十
五
日
改
築
落
成
し
た
。
こ
の
時
、
最
小
の
 
 

神
木
杉
が
伐
ら
れ
た
が
年
輪
一
七
三
を
数
え
た
。
 
 
 

大
歳
神
社
は
、
出
来
区
大
歳
原
に
あ
り
、
大
歳
神
・
大
国
主
神
を
祭
っ
て
あ
る
。
享
保
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六
年
（
一
七
二
一
）
に
創
立
し
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
拝
殿
を
再
建
し
た
。
穀
物
の
神
と
し
て
の
大
年
神
社
は
城
之
掘
区
に
も
あ
 
 

り
、
当
時
の
人
び
と
の
生
活
感
情
を
示
し
て
い
る
。
旧
暦
六
月
十
四
日
に
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
 
 
 

初
神
神
社
（
若
宮
神
社
）
は
、
初
神
区
忙
あ
り
、
少
名
比
古
神
を
祭
っ
て
い
る
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
三
月
に
創
建
し
た
と
い
わ
 
 

れ
る
。
 
 
 

登
岐
神
社
（
戸
岐
神
社
）
は
、
萩
原
区
の
庄
賀
山
に
鎮
座
し
、
祭
神
と
は
岡
象
女
命
で
あ
る
。
創
建
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
と
 
 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

稲
荷
神
社
は
、
中
革
区
に
あ
り
、
祭
神
は
宇
迦
御
魂
命
で
あ
る
。
創
建
の
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
（
l
八
七
二
）
二
月
五
 
 

日
列
格
、
現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
二
十
七
日
の
再
建
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
社
の
夏
祭
り
は
最
も
よ
 
 

く
続
行
さ
れ
、
七
月
二
十
七
日
夜
の
祭
り
は
盛
大
で
あ
る
。
 
 
 

第
玉
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近
 
 
 
代
 
 

回5731人品＝r祉  

732 初神州祉（岩甘神社）  

図57－33 登岐神社（戸岐神社）  
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厳
島
神
社
（
足
代
神
社
）
∧
郷
原
地
＞
は
、
城
之
掘
区
（
郷
原
地
）
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
市
杵
島
姫
命
で
あ
る
。
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
 
 

創
建
さ
れ
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
月
に
列
格
し
て
い
る
。
 
 

稲
荷
神
社
＜
城
之
堀
∨
は
、
城
之
輔
佐
不
動
原
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
保
食
神
で
あ
る
。
創
建
ほ
享
保
六
年
〓
七
二
一
）
と
言
わ
れ
 
 
 

て
い
る
。
 
 

節
七
郎
 
教
育
∵
宗
教
 
 

図5－7－36 厳島神社  

（郷原地）  

図5734 才桶川＝坤彿  

図5－7137 有いイ神村二  

（戚之堀）   

胡
子
神
社
は
、
萩
原
区
宗
盛
医
院
の
隣
 
 

に
あ
り
、
祭
神
は
、
嘉
代
主
神
（
通
称
え
び
 
 

す
さ
ん
）
で
あ
る
。
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
 
 

に
創
建
さ
れ
、
明
治
五
年
〓
八
七
二
）
二
 
 

月
一
日
列
格
。
こ
こ
の
祭
り
は
、
毎
年
十
 
 

一
月
十
九
日
二
一
十
日
胡
子
講
祭
り
と
し
 
 
 

て
賑
う
。
 
 図5－7－35 朝子神刃二  
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第
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黄
 
近
 
 

図517－38 稲ボレ神社（ミ≡リ＝桁F†社）  

＜稲荷＞  
図5740 β挨島神社（大元  

帥社）   

稲
荷
神
社
（
豊
橋
神
社
）
＜
稲
荷
＞
は
、
城
之
掘
区
稲
荷
に
あ
り
、
祭
神
は
快
食
神
で
 
 

あ
る
が
、
創
建
の
年
月
は
不
詳
で
あ
る
。
 
 
 

大
年
神
社
は
、
城
之
堀
区
郷
原
地
に
あ
り
、
祭
神
は
、
大
年
神
、
宇
迦
之
御
魂
神
 
 

大
国
主
命
で
あ
る
。
こ
の
神
社
も
創
建
ほ
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
と
伝
え
ら
れ
て
 
 

い
る
。
 
 

厳
島
神
社
（
大
元
神
社
）
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
創
建
と
い
わ
れ
、
祭
神
ほ
郷
 
 

原
地
の
厳
島
神
社
と
同
じ
市
杵
島
姫
命
で
あ
る
。
 
 
 

小
倉
神
社
は
、
城
之
堀
区
の
榎
崎
に
あ
り
、
祭
神
は
、
岡
象
女
神
と
い
わ
れ
、
創
 
 

建
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

図5－7－39 大年制杜  
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た
。
現
在
の
本
殿
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
≡
）
に
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

阿
弥
陀
堂
（
枯
枝
堂
）
は
、
呉
地
区
の
堂
ケ
迫
に
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
が
本
尊
で
あ
る
。
現
在
の
堂
字
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

図5743 諏訪抑祉  

図5－7－41小倉神社  

固5－7－44 阿弥陀′T：こ二   

皇
帝
神
社
は
、
呉
地
区
の
金
森
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
皇
 
 

帝
神
（
お
産
や
授
乳
の
神
）
で
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
五
 
 

月
に
列
格
し
た
。
 
 
 

諏
訪
神
社
ほ
、
榊
山
神
社
境
内
に
あ
り
、
長
禄
元
年
 
 

（
一
四
五
七
）
 
三
月
、
信
州
諏
訪
大
明
神
よ
り
勧
請
し
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
六
日
、
内
 
 

務
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
榊
山
神
杜
の
境
内
神
社
に
編
入
 
 

し
た
。
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
十
二
月
十
日
、
毛
利
公
よ
 
 

り
社
領
一
石
五
斗
を
賜
い
、
浅
野
公
よ
り
も
同
様
で
あ
っ
 
 

図5－7－42 皇帝神社  
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五
月
の
再
建
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

ゆ
る
ぎ
観
音
は
、
観
音
菩
薩
を
ま
つ
る
。
慶
応
元
年
（
天
六
五
）
十
二
月
、
水
木
嘉
衛
門
が
病
気
治
癒
の
た
め
祈
願
し
た
と
こ
ろ
 
 

全
快
し
た
と
い
わ
れ
る
。
早
速
、
同
志
を
集
め
、
敷
地
を
開
き
、
寄
附
集
め
に
奔
走
し
た
結
果
、
二
貫
四
四
〇
匁
を
得
、
経
費
一
貫
 
 

目
を
要
し
た
と
い
う
。
堂
は
七
尺
五
寸
平
方
、
翌
年
四
月
十
七
日
竣
工
式
を
行
い
、
こ
の
日
、
光
教
坊
・
西
光
寺
の
両
寺
に
よ
っ
て
 
 

入
仏
式
が
行
わ
れ
た
。
 
 

は
に
ヤ
す
ひ
め
の
 
 
大
伴
神
社
（
皇
域
神
社
）
∧
庄
賀
地
＞
は
、
萩
原
区
の
庄
賀
地
、
登
岐
神
社
の
麓
、
土
岐
或
ハ
イ
ツ
の
隣
に
鎮
座
。
祭
神
は
堰
安
姫
 
 

み
こ
と
あ
め
の
た
じ
か
ら
お
の
み
こ
と
 
 

命
・
天
手
力
雄
命
で
、
創
建
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
。
こ
の
神
社
は
、
元
来
、
盆
地
の
田
岡
周
辺
に
あ
っ
た
が
、
神
の
清
 
 

水
要
求
に
よ
っ
て
、
現
在
の
地
に
移
転
さ
れ
た
と
い
う
。
 
 
 

姫
白
神
社
は
、
呉
地
区
涙
岩
の
麓
に
あ
り
、
祭
神
は
天
地
元
祖
皇
大
神
と
い
う
。
 
 
 

粛
正
章
 
近
 
 

図5－7－45 ゆるぎ槻うキ  

図51746 大伴抑祉（封鉱神社）  

図5，7－47 脈仁川一社  
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光
教
坊
は
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
北
条
時
煩
の
こ
ろ
（
一
二
四
五
～
五
六
）
、
石
嶽
山
に
真
言
宗
石
水
寺
を
建
立
し
た
の
が
、
始
ま
り
 
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

永
禄
年
中
（
一
五
五
八
～
六
九
）
に
住
職
七
郎
左
衛
門
は
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、
改
宗
し
て
開
基
超
福
寺
浄
書
と
号
し
た
。
そ
の
子
 
 

の
浄
専
は
寛
永
六
年
（
t
六
二
九
）
准
如
上
人
か
ら
坊
号
を
許
さ
れ
石
嶽
山
光
教
坊
と
名
づ
け
た
と
い
わ
れ
る
。
山
門
の
大
鐘
は
、
明
 
 

和
四
年
（
一
七
六
七
）
三
月
十
日
に
完
成
、
続
い
て
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
御
常
再
建
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
は
屋
根
を
瓦
茸
 
 

に
改
め
た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
幼
絶
間
を
創
設
し
、
現
在
、
淳
教
園
と
い
う
。
 
 
 

明
治
後
期
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
が
改
築
中
は
、
後
述
の
西
光
寺
と
共
に
仮
教
場
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
 
 
 

西
光
寺
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
三
月
二
十
八
目
に
開
基
祐
浄
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
あ
 
 

る
。
明
治
初
年
に
瓦
茸
に
改
め
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
一
月
六
日
、
本
堂
が
全
焼
し
、
古
書
・
文
献
等
の
多
く
を
失
 
 

節
七
節
 
教
育
こ
芥
教
 
 
 

図5－7－48 光 教 妨  

っ
た
。
翌
昭
和
十
二
年
〔
一
九
三
七
）
五
月
二
十
五
日
、
本
 
 

菜
が
再
建
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
 
 

に
婦
徳
高
等
女
学
校
（
の
ち
聖
徳
高
等
学
校
・
現
在
は
聖
徳
幼
 
 

樅
閲
）
を
創
設
し
、
女
子
教
育
に
貢
献
し
た
。
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代
 
 
 

表
5
－
7
－
9
 
本
庄
北
尋
常
小
学
校
児
童
（
大
正
十
三
年
～
昭
和
二
年
）
 
 

四
月
一
日
付
 
 、

さ
ゾ
∵
∴
 
 
園5－7－12 猪野忠死初代校長   

実
科
高
等
女
学
校
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
t
O
）
十
月
の
「
高
等
女
学
校
 
 

令
」
の
改
正
に
よ
り
、
主
と
し
て
家
政
に
関
す
る
学
科
目
を
置
く
高
等
女
学
 
 

校
に
は
、
実
科
を
冠
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
で
き
た
名
称
で
あ
る
。
 
 

実
際
の
家
政
の
内
容
は
裁
縫
で
あ
り
、
丁
二
学
年
は
毎
週
一
四
時
間
、
三
・
 
 

四
学
年
は
毎
週
一
八
時
間
と
定
め
ら
れ
た
。
 
 
 

「
婦
徳
」
 
の
名
称
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
に
改
正
さ
れ
た
「
高
 
 

等
女
学
校
令
」
の
第
一
条
「
高
等
女
学
校
ハ
女
子
二
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
 
 

つ
と
ー
・
 
 

育
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
特
二
国
民
道
徳
ノ
養
成
二
カ
メ
婦
徳
ノ
滴
義
ニ
 
 
 

級
増
加
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
に
は
、
第
一
・
 
 

二
学
年
の
複
式
も
解
き
、
一
学
級
増
や
し
て
尋
常
科
五
 
 

学
級
に
な
っ
て
い
た
。
 
 

熊
野
婦
徳
高
等
女
学
校
は
、
大
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
 
 

正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
、
 
 

浄
土
真
宗
本
瞑
寺
派
西
光
寺
の
住
職
猪
野
恵
亮
と
同
寺
 
 

副
住
職
猪
野
了
俊
の
父
子
の
発
願
に
よ
り
、
西
光
寺
婦
 
 

人
会
が
母
体
に
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
は
、
 
 

婦
徳
実
科
高
等
女
学
校
と
称
し
た
。
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孟
葦
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岬
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澄
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図5－7－13 卒業証書  

図5  7－15 第7勅竺巨の運動会（9月）  

留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
か
ら
由
来
し
て
 
 

い
る
（
ル
ビ
・
傍
点
は
筆
意
に
よ
る
）
。
本
校
 
 

は
さ
ら
に
、
仏
教
に
よ
り
温
良
貞
淑
な
婦
 
 

徳
を
培
う
こ
と
も
目
的
と
し
た
。
そ
の
た
 
 

め
、
一
か
月
に
一
週
間
の
信
仰
週
間
を
設
 
 

け
、
宗
教
に
関
す
る
科
目
を
課
し
た
。
 
 
 

当
初
、
尋
常
小
学
校
卒
業
の
生
徒
に
よ
 
 

る
第
一
学
年
で
発
足
し
た
の
で
、
第
四
学
 
 

年
ま
で
が
揃
っ
た
の
は
昭
和
二
年
（
一
九
 
 

二
七
）
で
あ
り
、
こ
の
昭
和
二
年
に
「
実
 
 

図517－】4 通学の様子  
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「
広
島
県
学
校
統
計
告
」
 
に
よ
る
 
 
 

科
」
を
除
い
て
「
婦
徳
高
等
女
学
校
」
と
称
し
て
再
出
発
し
た
。
ま
た
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
、
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
の
 
 

生
徒
を
受
け
入
れ
る
二
か
年
間
履
修
の
研
究
科
も
で
き
た
。
 
 
 

生
徒
は
、
熊
野
を
中
心
に
、
焼
山
・
苗
代
・
跡
、
賀
茂
郡
の
黒
瀬
・
津
江
な
ど
か
ら
も
集
ま
っ
て
い
た
。
な
か
に
ほ
、
島
喚
部
 
 

（
倉
橋
島
）
か
ら
の
入
学
生
も
あ
り
、
遠
方
の
生
徒
の
た
め
に
は
、
門
徒
の
家
二
軒
を
借
り
た
寄
宿
舎
も
あ
っ
た
。
昭
和
六
・
七
年
ご
 
 
 

第
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近
 
 

図5－7－16 第7期生のバザー（12月）  

注
 
×
は
兼
務
者
 
 

表
5
－
7
1
川
 
婦
徳
高
等
女
学
校
の
学
級
．
・
教
員
・
生
徒
（
昭
元
～
一
一
）
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五
八
名
が
最
高
で
あ
る
。
教
員
は
、
逆
忙
不
景
気
の
頃
が
最
も
充
実
し
、
有
資
格
者
・
無
資
格
者
を
合
わ
せ
て
一
〇
名
（
≡
学
級
の
と
 
 

き
は
九
名
）
で
あ
り
、
し
か
も
専
任
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
学
級
数
×
二
以
上
と
い
う
教
員
定
員
数
を
満
た
す
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

し
か
し
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
は
兼
任
が
増
え
、
有
資
格
者
も
減
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
七
年
に
は
、
校
長
が
猪
野
了
俊
に
 
 

変
っ
た
。
了
俊
は
、
意
亮
の
長
男
で
創
立
時
の
副
校
長
で
あ
る
。
医
学
を
修
め
、
住
職
の
か
た
わ
ら
開
業
医
を
つ
と
め
、
医
業
収
入
 
 

弟
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

の
私
有
財
産
か
ら
の
利
得
を
も
っ
て
し
、
僅
か
に
町
加
ら
の
補
助
金
を
併
せ
用
い
た
。
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
の
、
学
級
∵
教
員
・
生
徒
に
つ
い
て
の
昭
和
元
年
～
十
一
年
の
統
計
は
、
表
 
 

5
－
7
－
1
0
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

生
徒
数
は
、
昭
和
二
年
の
一
一
玉
名
が
最
高
で
あ
る
。
昭
和
三
・
四
・
五
二
ハ
年
と
減
少
し
、
 
 

四
〇
名
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
世
の
中
が
不
景
気
に
な
り
、
進
学
を
あ
き
ら
め
、
退
学
者
を
出
し
 
 

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
さ
ほ
ど
増
え
ず
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
 
 

図5717 数学・物理  

を熱心に教えた 田島先生  

ろ
は
、
自
転
車
通
学
生
も
多
く
、
寄
宿
舎
生
 
 

は
一
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
。
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
で
は
、
当
然
、
遠
足
・
 
 

運
動
会
・
バ
ザ
ー
な
ど
が
学
校
行
事
に
組
み
 
 

こ
ま
れ
て
い
た
。
 
 
 

昭
和
初
期
の
学
校
の
経
費
は
、
西
光
寺
医
 
 

院
の
所
得
を
も
っ
て
当
て
、
ま
た
、
西
光
寺
 
 

図5718 英語の授詳言風景  
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し
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
高
等
学
校
一
年
生
は
二
学
級
に
す
る
程
に
生
徒
数
が
増
加
し
、
生
徒
数
は
全
体
で
二
〇
〇
名
余
に
な
り
、
 
 

寄
宿
舎
生
も
一
〇
〇
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
層
の
飛
躍
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
二
十
四
年
安
芸
郡
船
越
町
に
移
転
 
 

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
高
校
二
二
二
年
に
進
級
す
る
生
徒
の
中
に
は
、
地
元
を
離
れ
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
県
立
海
田
高
等
女
 
 

学
校
が
変
っ
た
県
立
海
田
高
等
学
校
や
私
立
進
徳
女
子
高
等
学
校
お
よ
び
私
立
安
田
女
子
高
等
学
校
等
に
転
校
す
る
生
徒
が
増
え
 
 

た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
の
不
足
と
資
金
難
の
た
め
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
三
月
に
廃
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
 
 
 

第
五
章
 
近
 
 

図5－7－】9 昭和9年婦徳高等女学校（右の低い建物が  

古い校舎で、左は建て増した校舎）  

図5－7－20 焼ける前の押光、【J  

の
一
部
を
学
校
経
営
の
資
金
に
あ
て
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
 
 

≡
二
）
か
ら
は
、
二
年
ま
で
修
了
し
て
中
退
し
た
生
徒
や
 
 

四
年
を
修
了
し
た
生
徒
を
対
象
と
し
た
研
究
科
も
で
き
 
 

た
。
専
任
の
教
員
が
一
人
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
水
 
 

引
を
専
門
に
指
導
す
る
臨
時
の
教
員
も
い
た
。
 
 
 

昭
和
十
一
年
（
一
九
≡
ハ
）
一
月
、
西
光
寺
が
火
災
で
焼
 
 

失
し
た
。
学
校
経
営
に
は
経
済
的
淀
も
精
神
的
に
も
大
き
 
 

な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
づ
い
て
、
日
 
 

中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
に
な
る
と
軍
事
色
を
帯
び
た
。
 
 
 

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
、
新
し
い
学
 
 

校
制
度
の
下
に
熊
野
町
立
新
制
中
学
校
が
発
足
し
た
。
婦
 
 

徳
高
等
女
学
校
は
、
聖
徳
中
学
校
・
聖
徳
高
等
学
校
と
な
 
 

り
、
財
団
法
人
猪
野
学
園
立
を
学
校
法
人
猪
野
学
園
立
と
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の
認
可
が
な
か
っ
た
の
で
、
正
式
の
中
学
校
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
学
長
（
校
長
）
は
、
阿
原
臣
で
、
阿
原
は
大
正
六
年
 
 

一
月
か
ら
昭
和
四
年
三
月
ま
で
、
お
よ
び
昭
和
六
年
十
月
か
ら
同
十
年
十
月
ま
で
町
長
で
あ
っ
た
。
町
長
を
学
長
と
し
、
当
時
区
長
 
 

で
あ
っ
た
佐
々
木
三
郎
次
、
志
々
田
次
太
郎
ら
が
世
話
人
と
な
り
、
教
師
は
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
人
は
、
青
井
泉
で
、
数
 
 

学
・
英
語
・
理
科
を
担
当
し
、
油
絵
・
短
歌
も
よ
く
し
た
才
人
で
あ
り
、
他
の
一
人
は
、
鈴
木
哲
郎
で
国
語
・
漢
文
を
担
当
し
た
。
 
 

か
お
る
 
 

国
語
・
漢
文
は
、
の
ち
に
古
谷
田
香
流
が
担
当
し
た
印
瀾
醐
彗
岬
撒
齢
小
町
那
如
㍍
雛
㍍
ほ
詣
摘
郎
．
。
 
 
 

校
舎
の
位
置
は
、
萩
原
分
教
場
の
東
側
で
、
現
在
の
安
芸
曲
が
協
熊
野
支
所
の
倉
庫
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
人
数
は
判
ら
な
い
が
、
二
組
に
分
か
れ
て
野
球
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
一
八
名
く
 
 

ら
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
当
時
の
生
徒
で
あ
っ
た
中
井
啓
文
・
中
井
盛
人
の
場
合
、
大
正
十
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
は
、
熊
野
小
学
 
 

校
高
等
科
一
年
に
通
学
、
大
正
十
五
年
四
月
に
、
熊
野
中
学
校
三
年
生
と
な
り
、
翌
年
、
同
校
の
四
年
生
に
な
っ
た
が
、
昭
和
三
年
 
 

（
t
九
二
八
）
四
月
に
は
、
呉
市
の
興
文
中
学
校
の
四
年
生
に
編
入
、
昭
和
四
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
に
は
、
興
文
中
学
校
の
五
年
生
 
 

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
中
井
啓
文
は
呉
市
に
下
宿
し
て
興
文
中
学
校
に
通
っ
た
が
、
志
々
田
次
郎
・
中
井
盛
人
ほ
自
宅
か
ら
通
学
 
 

し
た
と
い
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
熊
野
中
学
校
は
、
中
学
校
と
し
て
の
充
分
な
条
件
を
備
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
卒
業
生
も
出
さ
な
い
ま
ま
、
昭
和
 
 

三
年
三
月
に
そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
在
校
生
は
、
退
学
す
る
か
、
呉
市
の
興
文
中
学
校
に
転
校
し
た
。
呉
市
（
平
原
町
三
百
十
七
番
地
）
 
 

の
興
文
中
学
校
は
、
熊
野
中
学
校
が
果
せ
な
か
っ
た
中
学
校
へ
の
道
を
大
正
十
五
年
五
月
に
認
可
さ
れ
て
い
た
。
 
 

熊
野
中
学
校
 
 

第
七
節
 
教
育
・
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教
 
 
 

（
旧
制
）
熊
野
中
学
校
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
に
創
設
さ
れ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
に
廃
止
さ
 
 

れ
た
（
志
々
田
次
郎
は
、
大
正
十
四
年
四
月
創
立
、
昭
和
五
年
三
月
廃
止
と
記
憶
し
て
い
る
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
文
部
省
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囲5721本庄北尋常高1阜小学校全景  

大
正
十
五
年
十
二
月
 
 
 

昭
和
期
の
義
務
教
育
関
係
諸
学
校
 
 二

十
五
日
、
昭
和
と
 
 

改
元
さ
れ
、
翌
二
年
（
一
九
二
七
）
二
月
五
日
、
大
正
天
皇
の
 
 

御
葬
儀
の
た
め
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
午
後
六
時
 
 

よ
り
職
員
・
児
童
遥
拝
式
を
行
な
っ
た
。
同
年
四
月
一
日
、
 
 

高
等
小
学
校
の
教
科
目
を
変
え
、
手
工
・
手
芸
・
図
画
・
英
 
 

語
を
必
須
科
目
と
し
た
。
ま
た
、
実
業
科
を
置
き
、
農
業
・
 
 

商
業
の
二
科
目
を
随
意
選
択
と
す
る
な
ど
高
等
科
の
改
善
を
 
 

は
か
っ
た
。
同
年
五
月
二
十
四
日
、
教
員
会
主
催
の
国
語
研
 
 

究
会
が
開
催
さ
れ
、
午
後
、
バ
ミ
ー
ル
会
が
開
か
れ
た
。
高
 
 

原
部
教
職
員
の
会
で
あ
る
た
め
バ
ミ
ー
ル
高
原
か
ら
パ
・
、
、
－
 
 

ル
会
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
か
ら
算
術
教
科
書
に
メ
ー
ト
 
 

ル
法
が
採
用
さ
れ
、
六
月
二
十
一
日
に
は
、
高
等
科
三
教
室
 
 

及
び
分
校
の
障
子
戸
が
ガ
ラ
ス
戸
に
入
替
を
完
了
し
た
。
同
 
 

年
十
月
十
七
日
に
御
真
影
拝
戴
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
つ
づ
い
 
 

て
十
月
十
九
日
に
は
、
大
運
動
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
に
 
 

ほ
、
室
尾
・
下
黒
瀬
・
中
野
・
矢
野
・
青
崎
・
焼
山
・
本
庄
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南
・
本
庄
北
の
近
隣
各
小
学
校
が
参
加
し
、
男
女
共
に
青
崎
校
が
優
勝
し
た
。
午
前
八
時
三
〇
分
開
始
、
午
後
五
時
終
了
。
 
 
 

同
年
十
月
二
十
八
日
に
ほ
、
立
原
昌
雄
・
中
崎
鯖
市
両
氏
の
寄
贈
に
な
る
御
真
影
奉
安
庫
が
竣
成
し
た
。
 
 
 

十
一
月
十
日
、
御
大
典
奉
祝
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
老
齢
者
に
天
盃
が
授
与
さ
れ
、
旗
行
列
も
行
わ
れ
た
。
 
 

一
方
、
同
年
四
月
一
日
、
本
庄
北
尋
常
小
学
校
に
も
高
等
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
正
八
年
四
月
に
高
等
科
を
置
い
た
本
庄
 
 

南
（
上
条
三
〇
〇
番
地
）
に
遅
れ
る
こ
と
九
年
。
こ
れ
ま
で
高
等
科
進
学
者
は
本
庄
南
尋
常
高
等
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
。
入
学
児
童
 
 

二
〇
名
の
女
子
の
補
習
科
も
同
時
に
併
置
さ
れ
、
四
月
十
三
日
始
業
。
 
 
 

校
名
を
「
本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
。
職
員
ほ
、
従
来
の
訓
導
兼
校
長
・
訓
撃
一
人
、
代
用
教
員
二
人
か
ら
、
訓
導
米
 
 
 

案
5
－
7
‖
 
本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
児
童
数
（
昭
和
三
年
～
五
年
・
四
月
一
 
 
 

校
長
、
訓
導
四
人
、
代
用
教
員
一
人
に
代
っ
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

日
付
）
 
 

た
。
補
習
料
は
、
一
年
限
り
で
休
校
に
な
っ
 
 

た
が
、
女
教
師
一
人
が
こ
れ
を
担
当
し
た
。
 
 

さ
ら
に
、
校
舎
の
新
・
増
築
に
よ
り
、
瓦
章
 
 

一
棟
三
二
坪
、
教
室
二
、
宿
直
室
五
坪
、
倉
 
 

庫
五
坪
の
他
に
炊
事
場
が
、
昭
和
三
年
九
月
 
 

十
八
日
竣
工
し
た
。
 
 
 

上
表
の
期
間
、
尋
常
科
は
、
途
中
退
学
者
 
 

が
殆
ん
ど
い
な
い
。
尋
常
科
か
ら
高
等
科
に
 
 

進
む
割
合
は
、
八
五
％
程
度
で
、
残
り
は
中
 
 

学
校
進
学
、
就
職
で
あ
っ
た
。
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選
 
 

翌
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
二
十
八
日
と
九
月
二
十
日
に
は
、
熊
 
 

野
尋
常
高
等
小
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
高
原
部
裁
縫
競
技
大
会
及
び
高
原
 
 

部
珠
算
競
技
会
が
行
わ
れ
た
。
同
校
は
、
十
月
十
一
日
に
は
室
尾
校
に
 
 

遠
征
し
、
男
女
共
に
優
勝
し
た
。
十
二
月
十
八
日
に
は
、
全
国
展
覧
会
 
 

を
開
催
し
た
が
、
出
品
校
は
六
四
校
、
出
品
一
二
〇
〇
点
に
及
び
、
謝
 
 

礼
と
し
て
一
名
に
筆
一
対
を
送
っ
た
。
 
 
 

昭
和
五
年
六
月
八
日
、
安
芸
郡
府
中
小
学
校
に
於
い
て
、
安
芸
郡
教
 
 

員
庭
球
・
排
球
大
会
が
開
か
れ
、
両
方
と
も
に
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
 
 

が
優
勝
し
た
。
十
一
月
九
日
に
は
、
広
島
県
教
員
排
球
大
会
に
安
芸
郡
 
 

代
蓑
と
し
て
熊
野
小
学
校
教
員
が
出
場
し
て
優
勝
し
た
。
十
二
月
六
日
 
 

に
は
、
高
原
部
合
同
青
年
訓
練
所
の
野
外
演
習
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

翌
昭
和
六
年
一
月
三
十
日
、
御
真
影
奉
還
式
が
行
わ
れ
、
二
月
九
日
 
 

に
は
、
御
真
影
奉
戴
式
が
各
団
体
総
出
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

同
年
四
月
一
日
、
本
庄
村
の
川
角
と
平
谷
地
区
が
熊
野
町
に
合
併
 
 

し
、
「
本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
」
は
廃
止
さ
れ
、
「
熊
野
尋
常
高
等
 
 

小
学
校
」
に
合
併
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
年
、
九
月
十
八
日
、
柳
条
湖
事
件
が
起
こ
り
い
わ
ゆ
る
満
州
事
 
 

変
が
始
ま
っ
た
。
同
年
十
二
月
五
日
、
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
会
が
 
 

新旧   



熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
主
催
で
開
か
れ
、
全
国
書
道
展
覧
会
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
一
日
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
「
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
な
り
、
追
分
尋
常
高
等
小
 
 
 

学
校
が
「
熊
野
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
な
っ
た
。
 
 
 

同
年
十
二
月
五
日
、
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
が
主
催
し
た
第
二
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
開
か
れ
、
湯
澤
広
島
県
知
事
・
官
房
 
 
 

主
事
・
警
察
署
長
ら
も
視
察
し
た
。
 
 
 

昭
和
八
年
三
月
八
日
、
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
町
と
連
合
し
て
防
空
演
習
を
実
施
し
た
。
 
 
 

同
年
五
月
五
日
、
同
校
に
八
開
×
四
間
（
四
二
塁
）
の
裁
縫
室
が
完
成
。
同
年
六
月
十
日
の
「
時
の
記
念
日
」
の
正
午
か
ら
、
電
話
 
 

組
合
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
二
馬
力
）
の
使
用
を
開
始
し
た
。
 
 
 

昭
和
九
年
二
月
二
十
三
日
、
皇
太
子
殿
下
御
降
誕
奉
祝
式
に
児
童
全
員
参
列
、
午
後
は
旗
行
列
を
行
な
っ
た
。
三
月
二
十
五
目
、
 
 

森
川
力
平
氏
寄
贈
の
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
校
旗
の
受
納
式
挙
行
。
 
 
 

同
年
四
月
一
日
よ
り
、
鮨
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
に
衛
生
専
任
職
員
を
お
き
、
六
月
三
十
日
に
は
、
旧
校
舎
の
屋
根
葺
き
替
え
 
 

が
行
わ
れ
た
。
十
月
五
日
、
神
武
天
皇
御
東
選
t
一
千
六
百
年
記
念
式
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
十
年
四
月
、
「
青
年
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
、
全
国
向
け
学
校
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
 
 

校
ほ
、
八
月
一
日
に
林
間
学
校
を
開
始
し
た
。
 
 
 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
窟
滞
橋
事
件
が
勃
発
し
、
日
華
事
変
が
起
こ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
十
三
年
一
月
二
十
四
日
、
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
改
正
に
よ
り
、
学
籍
簿
の
改
正
が
行
わ
れ
、
教
科
目
成
績
が
従
来
の
 
 

甲
乙
丙
丁
戊
か
ら
一
〇
点
法
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
二
十
一
口
に
は
、
徐
州
戦
勝
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
十
二
月
三
日
に
は
、
会
期
三
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
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第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 

日
間
で
第
八
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
十
二
月
六
日
、
ピ
ア
ノ
受
納
式
が
行
わ
れ
、
翌
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
 
 

二
十
二
日
、
ピ
ア
ノ
開
き
の
音
楽
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
年
、
七
月
一
日
、
「
青
少
年
学
徒
二
賜
ハ
リ
ク
ル
勅
語
」
の
奉
読
式
が
 
 

挙
行
さ
れ
、
七
月
七
日
に
は
、
竹
澤
江
東
先
生
審
査
に
よ
る
七
夕
読
書
会
が
行
わ
れ
た
。
同
年
、
九
月
一
日
よ
り
、
熊
野
第
一
尋
常
 
 

高
等
小
学
校
で
は
、
桝
山
神
社
境
内
か
ら
、
児
童
一
・
二
二
二
年
を
除
い
て
現
在
の
校
地
（
三
五
一
四
番
地
）
に
移
転
し
、
翌
昭
和
十
 
 

五
年
〓
九
四
〇
）
四
月
一
日
に
は
、
全
学
年
が
移
転
を
完
了
し
た
。
そ
の
間
、
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
四
日
に
は
、
熊
野
商
工
会
主
 
 

催
の
神
前
読
書
会
が
井
上
政
雄
先
生
の
審
査
で
行
わ
れ
、
十
二
月
二
日
に
は
、
第
九
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
十
五
年
四
月
一
目
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
全
学
年
が
、
現
在
の
校
地
に
移
転
し
、
萩
原
分
校
 
 

は
廃
止
さ
れ
、
学
級
数
は
二
四
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
青
年
学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
、
満
一
二
歳
以
上
一
九
歳
未
満
の
男
子
は
青
 
 

年
学
校
就
学
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
 
 
 

同
年
五
月
五
日
か
ら
二
日
間
、
高
原
部
初
任
者
体
操
講
習
会
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
か
れ
、
八
月
八
日
に
は
、
全
国
 
 

書
道
大
講
習
会
も
開
か
れ
た
。
 
 
 

同
年
九
月
十
七
日
、
隠
士
徳
太
郎
氏
寄
贈
に
よ
る
率
安
殿
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
十
一
月
二
十
五
目
に
は
、
「
二
宮
尊
徳
」
の
銅
 
 

像
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
十
二
月
一
日
に
は
、
大
関
前
田
山
こ
肌
頭
綾
岩
・
十
両
八
方
山
ほ
か
力
士
五
名
及
び
呉
海
軍
の
水
 
 

兵
三
〇
名
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
に
来
校
し
、
相
撲
道
場
開
き
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

翌
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
一
日
、
「
小
学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
、
「
国
民
学
校
令
」
の
制
定
に
よ
り
、
皇
国
民
錬
成
の
戦
 
 

時
体
制
下
の
学
校
教
育
に
入
っ
た
。
 
 

第
一
粂
 
国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
二
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
 
 

442   


